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トンはエーテ Jレ中，亜酸化炭素と 0-5 0 C ，硫酸触媒存在下で反応し， 85%の収率でピロン(1 ) 
が合成された。 (1 )は NMR， IR スペクトノレから国体状態では r- ピロン (la)，溶液状態では
αーピロン(lb) の構造をとるという興味ある結果が得られている。
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1 うとき， マロンアニリドが定量的に得られ， また反応をエーテノレ中， 塩化アルミニウム存在下
iでおこなうとき， 反応がケテン中間体でとまり， マロンアニリン酸が好収量で得られる乙とを











たとえば， ß- ジケトンの代表としてアセチ Jレアセトンを取りあげ85%の収率でピロンを得，こ
の研究をもととして芳香環に応用し，フェノー Jレ類からクマリン類の合成に成功している。さら
に，芳香族アミンとの反応では， たとえば，アニリンから 4 ーハイドロオキシカノレボスチリノレが
得られることを示している。
最近多くのヘテロ環化合物が合成され，工業的に重要な用途が開拓されつつある今日，本論文
は，この方面の進歩に大きな貢献をなしたものと信じられ，よって，本論文は博土論文として充
分な価値があるものと認める。
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